
 

 

災害時等における緊急用ＬＰガスの調達に関する協定書 

 

 出雲市（以下「甲」という。）及び島根県ＬＰガス協会出雲支部（以下「乙」という。）

とは、市内において地震、暴風、洪水等、自然現象による災害及びその他の重大な事故又

は災害（以下「災害」という。）が発生した場合の、緊急用ＬＰガスの調達について次のと

おり協定を締結する。 

 

（趣旨） 

第１条 この協定は、災害時における緊急用ＬＰガスの調達について、甲の要請に対する

乙の協力に関して、必要な事項を定めるものとする。 

 

（緊急用ＬＰガスの範囲） 

第２条 この協定において緊急用ＬＰガスとは、ＬＰガスのほかに容器、燃焼器具その他

のＬＰガスを燃料として使用するために必要な器具を含んだものをいう。 

 

（要請） 

第３条 甲は、市内において災害が発生した場合、乙に対して緊急用ＬＰガスの供給を要

請することができるものとする。 

２ 前項の要請は、原則として緊急用ＬＰガス供給要請書（様式第１号、以下「要請書」

という。）によるものとする。ただし、緊急の場合で要請書によることができないとき

は、口頭で要請し、その後速やかに要請書を提出するものとする。 

 

（要請に基づく乙の措置） 

第４条 乙は、前条第１項の要請を受けたときは、その要請内容について速やかに措置す

るとともに、その措置内容を緊急用ＬＰガス等提供リスト（様式第２号）により甲に報

告するものとする。 

 

（搬送及び引渡し） 

第５条 乙は、緊急用ＬＰガスの搬送及び引渡しについては、甲の指示に従うものとする。 

２ 緊急用ＬＰガスの搬送は、原則として乙が行うものとし、甲の指定する場所で甲が指

定する者の確認を受けた上、甲が指定する者に引き渡すものとする。 

３ 前項の引渡しの確認は（様式第２号）により行うものとする。 

 

（搬送経費の負担） 

第６条 前条に定める搬送に係る経費負担は次に定めるところによる。 

（１）搬送に係る経費は、原則として販売業者が負担するものとする。 



 

 

（２）搬送に伴う事故等の発生に係る経費は、搬送を行う販売業者が負担するものとする。 

 

（価格） 

第７条 乙は、災害が発生する直前の適正な価格で緊急用ＬＰガスを供給するものとする。 

 

（代金の支払） 

第８条 乙が供給した緊急用ＬＰガスの代金の支払方法等は、甲と乙の協議によるものと

する。この場合において、代金の支払いについては甲が責任を持って対処するものとす

る。 

 

（現有数量の把握） 

第９条 乙は、災害時において供給可能な緊急用ＬＰガスの数量を把握しておくものとす

る。 

 

（協議事項） 

第１０条 この協定に定める事項に疑義が生じたとき、又はこの協定に定めのない事項で

必要が生じたときは、甲乙協議の上定めるものとする。 

 

（有効期間） 

第１１条 この協定の有効期間は、平成２６年１月１５日から平成２７年１月１５日まで

とする。ただし、有効期間満了日の１か月前までに甲又は乙から申出のないときは、こ

の協定は、有効期間満了日の翌日から１年間延長されたものとみなし、以降この例によ

るものとする。 

 

 この協定の締結を証するため、本協定書を２通作成し、甲乙記名押印の上、各自１通を

保有するものとする。 

 

   平成２６年１月１５日 

 

            甲  出雲市今市町７０番地 

               出雲市 

市 長   

 

 

            乙  出雲市駅南町２丁目８番５号 

               島根県エルピーガス協会 出雲支部 

               支部長   



 

 

（様式第１号） 

 

緊急用ＬＰガス供給要請書 

 

   平成  年  月  日 

 

島根県ＬＰガス協会出雲支部長 様 

 

 

出雲市長   

 

 

 緊急用ＬＰガスの調達に関する協定書第３条第２項の規定に基づき、下記のとおりＬＰ

ガスの供給を要請します。 

 

記 

 

 

物品の名称 数量 納入先 引渡場所 日 時 受取者 

      

      

      

      

      

 



 

 

（様式第２号） 

 

緊急用ＬＰガス等提供リスト 

 

品  名 メーカー 型式・型番 数 量 備 考 

     

     

     

     

     

 

上記の物品を提供します。 

 

      年   月   日 

 

【提供者】 

 所在地 

 事業者名 

 代表者氏名             印 

 

 

上記の物品を確認しました。 

【確認者】 

 所 属 

 氏 名 

【立会人】 

 氏 名 

 

※複写３部（市、支部、協会） 

 



 

 

災害時等における緊急用ＬＰガスの調達に関する協定書細則   

 

 この細則は、出雲市（以下「市」という。）と島根県ＬＰガス協会出雲支部（以下「支部」

という。）が締結した、災害時等における緊急用ＬＰガスの調達に関する協定書（以下「協

定」という。）に基づき、必要な事項について定める。 

 

（調達の対象） 

第１条 緊急用ＬＰガスの調達は、学校、集会所等の避難所で使用されるものとし、一般

家庭と同様な設備を用いる仮設住宅等は除くものとする。 

 

（調達物資） 

第２条 協定第２条で定める燃焼器具その他のＬＰガスを燃料として使用するために必要

な器具は、次に掲げるものをいう。 

（１）調整器、ゴムホース等 

（２）二重巻きコンロ、三重巻きコンロ、炊飯器（二升炊き以上） 

２ ＬＰガス用容器及び前項に定める関連器具は、原則として販売事業者が保有するもの

を貸与する。 

３ その他甲が指定する物資については、具体的な調達要請があった都度協議の上調達の

可否を決定するものとする。 

 

（要請） 

第３条 協定第３条第１項で定める市内において発生した災害等に係る要請は、次に定め

るところによる。 

（１）市から要請を受けた支部は、避難所の所在する販売業者に対応を依頼する。 

（２）支部は当該販売業者で対応できないと認めたときは、支部管内の他の販売業者に対

応を依頼する。 

（４）緊急用ＬＰガスの供給は、原則として、その避難所に既存の設備を使用してＬＰガ

スの供給を行っている販売業者が行う。ただし、燃焼器具については、支部で調整の

上対応する。 

（５）前号に定める販売業者で、対応できない場合又はＬＰガスの供給が行われていない

避難所へ供給する場合は、支部で調整の上対応する。 

（６）原則として、避難所の既存の供給・消費設備を使用する場合は、協定の対象外とす

る。 

 

（価格） 

第４条 協定第７条に定める緊急用ＬＰガスの価格は、市と支部が協議の上決定すること



 

 

とし、原則として市内統一価格とする。 

２ 協定第２条で定める調達物資は貸与とし、原則として無償とする。 

３ その他市が指定する調達物資については、その都度市と支部が協議の上決定する。 

 

（代金の支払い） 

第５条 緊急用ＬＰガスの代金の請求は、原則として１ヶ月以内の供給であれば供給終了

後に、使用料に応じた販売業者からの請求により、支部から請求を行う。 

２ １ヶ月を超える長期にわたる供給の場合は、市と支部が協議の上、支払方法等を決定

する。 

３ その他の調達物資について支払いが生じたときは、その都度市と支部が協議して決定

する。 

 

（現有数量の把握） 

第６条 協定第９条に定める供給可能な緊急用ＬＰガスの数量把握は、次に定めるところ

による。 

（１）調達可能物資の数量把握は原則１年毎に行う。 

（２）数量把握を行う調達物資は、二重巻きコンロ、三重巻きコンロ、炊飯器（二升炊き

以上）とする。 

 

（その他） 

第７条 緊急用ＬＰガスの供給に当たっては、液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正

化に関する法律（以下「法」という。）に定める次の事項を遵守し保安の確保に努める

ものとする。 

（１）法第１４条に定める書面の交付 

（２）法第１６条第２項に定める販売方法の基準 

（３）法第２７条第１項各号に定める保安業務を行う義務 

（４）法第３５条の５に定める消費設備の技術上の基準 

（５）高圧ガス保安法第２３条第１項、第２項に定める移動の技術上の基準 

 

 附 則  この細則は平成２６年１月１５日から施行する。 

 

 


